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《行田市小・中学校のＰＤＣＡ》
Ｐ：各学校における学力向上プラン作成
Ｄ：学力向上プランに沿った教育課程の実践
Ｃ：全国・県学力調査、単元テスト等各種

調査の実施と結果分析
Ａ：課題の明確化とさらなる学力向上に向け

たプランの作成

学びをつなぐ 未来へつなぐ

絆をつなぐ
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全国学力・学習状況調査
県平均を１００としたときの本市の割合
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埼玉県学力・学習状況調査
県平均を１００としたときの本市の割合
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埼玉県学力・学習状況調査
学力の伸びの状況について【小学校国語】
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埼玉県学力・学習状況調査
学力の伸びの状況について【小学校算数】
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埼玉県学力・学習状況調査
学力の伸びの状況について【中学校国語】
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埼玉県学力・学習状況調査
学力の伸びの状況について【中学校数学】

9



埼玉県学力・学習状況調査
学力の伸びの状況について【中学校英語】
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平成２９年度全国学力・学習状況調査小学校質問紙調査結果
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行田市

授業の中で目標（めあて・ねらい）
が示されていた（示す活動を計画的
に取り入れた）

授業の最後に学習内容を振り返る活動を
よく行っていた（計画的に取り入れた）
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平成２９年度全国学力・学習状況調査中学校質問紙調査結果
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行田市

授業の中で目標（めあて・ねらい）
が示されていた（示す活動を計画的
に取り入れた）

授業の最後に学習内容を振り返る活動を
よく行っていた（計画的に取り入れた）
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行田市 埼玉県 全国

家で、自分の計画を立てて勉強をしている
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平成２９年度全国学力・学習状況調査質問紙調査結果
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調査の結果から見えた本市の課題

•Ｂ問題（主として活用に関する問題）を解く力の向上

•特に低位層の学力向上

• 「めあて」と「振り返り」を入れた授業スタイルの確立

•自分で計画を立てて、学習をする習慣の定着（家庭学習）
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学びをつなぐ 学力向上の取組①

○行田市独自の少人数学級編制
○小学校英語活動の充実
○小中一貫教育の推進
○学力向上推進委員会の取組（Ｈ２７，Ｈ２８）
○パワーアップサポーター（学習支援員）の配置
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学びをつなぐ

学力定着への支援
○学力向上推進委員会の取組

「家庭学習のすすめ」ダイジェスト版の活用

「めあて」と「振り返り」の
学びの連続性

「授業→家庭学習→授業・・・」
という学習サイクルの確立へ
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「家庭学習のすすめ」ダイジェスト版の活用
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「家庭学習のすすめ」ダイジェスト版の活用
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「家庭学習のすすめ」ダイジェスト版の活用

19



「家庭学習のすすめ」ダイジェスト版の活用
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学びをつなぐ 学力向上の取組①

○行田市独自の少人数学級編制
○小学校英語活動の充実
○小中一貫教育の推進
○学力向上推進委員会の取組（Ｈ２７，Ｈ２８）
○パワーアップサポーター（学習支援員）の配置
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パワーアップサポーター配置事業

23



算数の学習アンケートより
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学びをつなぐ 学力向上の取組②

○うきしろ学力調査の実施
○学力向上推進校研究発表（行田市立西小学校）
○学力向上プロジェクト教員加配校における研究推進

（行田市立中央小学校）
○教職員の意識改革（秋田県の取組に学ぶ）
○ＩＣＴ教育の推進
○学力向上推進委員会の取組（Ｈ２９）
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行田版うきしろ学力調査
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《行田市小・中学校のＰＤＣＡ》
Ｐ：各学校における学力向上プラン作成
Ｄ：学力向上プランに沿った教育課程の実践
Ｃ：全国・県学力調査、単元テスト等各種

調査の実施と結果分析
Ａ：課題の明確化とさらなる学力向上に向け

たプランの作成

学びをつなぐ 未来へつなぐ

絆をつなぐ

行田版うきしろ学力調査の実施

《行田市小・中学校のＰＤＣＡ》
Ｐ：各学校における学力向上プラン作成
Ｄ：学力向上プランに沿った教育課程の実践
Ｃ：全国・県学力調査、単元テスト等各種

調査の実施と結果分析
Ａ：課題の明確化とさらなる学力向上に向け

たプランの作成
児童・生徒、全教職員
による見直し

「教師用フォローアップシート」、
「児童・生徒用フォローアッププリント」
への取組

学びをつなぐ
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列1

埼玉県学調
前年度から学力が伸びた児童の割合
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平成２９年度埼玉県学力向上推進校
行田市立西小学校研究発表

研究主題

自分の考えをもち 表現できる児童の育成
～国語科における書く活動の充実を通して～
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読みを深めるための書く活動の充実

８
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学習材との対話

自分自身との対話

他者の思考や感情との対話

自分自身と対話

学び合い
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対話活動の充実
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授業における「振り返り」の充実



学力向上プロジェクト教員加配校における
研究推進（行田市立中央小学校）
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教職員の意識改革（秋田の教育に学ぶ）

行田市教育研修大会 ７月２５日 みらい
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教職員の意識改革（秋田の教育に学ぶ）

•西小学校の研究の成果発表

•秋田県大仙市教育研究所 佐藤 所長様による講演「大仙
市の学校教育「共・創・考・開」を柱とした取組」

①児童生徒の意欲・関心を高める授業づくり

②児童生徒主体の授業づくり（個の考えを深める学び合い）

③組織的な授業改善（めあてと振り返り）

④家庭での「一人勉強ノート」

36



学びをつなぐ

学力定着への支援

○学力向上推進委員会の取組

「うきしろスタンダード」の作成と活用

「う」・・・うれしさアップ・やる気アップにつながる励ましの言葉

「き」・・・きちんと整理された板書・学習課題を振り返られる板書

「し」・・・しっかり定着 うきしろ家庭学習ノートの使い方

「ろ」・・・論理的・協働的に学び合える、教師の発問

どの先生がどの学校に行っても、
同じように子供たちに指導ができるため
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行田市の分析結果（詳細）と
各学校における学力向上の取組
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行田市教育委員会


